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Ⅰ 「人文系の電子化が進まない」？ 

 

 １ そもそも本当に自然科学系が進んでいるのか？ 

 

 ２ 「学術成果は「情報」ではない」――総合性・体系性の軽視に対する研究者の懸念 

  ・国文学界の「自己批判」 国文学データベースの功罪 

 

  ・「ネットカルチャー」と「アカデミックカルチャー」 

 

  ・学術コミュニケーションの狭域化と寡占化 

 

Ⅱ オープンアクセスと学術書のリストラクチャ 

 

１ 実は「総合性・体系性」のニーズに実は答えてこなかった学術出版 

１）学術コミュニケーションの様変わりに無頓着 

  「フローとしての知」の登場→もはや，個別事実は覚える必要がない？ 

 

２）専門性を疑う「編集なき出版」  最大の懸念は人材 

   ビジネスとしての劣化 

 

２ 電子学術出版の直近未来と問題点 

 

３ 今日的な方法論の必要 

    情報を「身体化」させる課題（教育）の未確立 

 

 

Ⅲ オープンアクセスの向こうへ 

１ 「それでも本が必要」という現実から 

１）研究のセンスを磨くには：体系的，統合的な知（学と識，そして技）の集積は必要 

・「ある規模の広がりをきちんと俯瞰することで，厚みのある研究者が育つ」 

 

２）読書人，恐るべし 

 

３）「３.１１」の直後に 

 

４）もし『種の起源』が電子ジャーナルの掲載論文だったら？ 

 



２ ではどうするか――原理的な問い直しと具体的な方法論の追求 

１）「新しい学術コミュニケーション」の要件 

  ・速報性と領域性／非速報性と汎領域性 

  ・国際性と国内性 

  ・学術研究の深さ（歴史性・階層性）と，広さ（パラダイム指向的意味）の提示 

  ・多様な技術・メディアの効果的利用 

 

２）学術編集の要点と技法 

 Ａコンテンツの性格／技術適合性に応じたメディアの選択 

  ・「紙の本」が有効であり得るもの  

  ・紙であることによる限界があるもの 

  ・紙である必要のないもの 

  ・紙でないことによって公開が可能になるものも 

 

 Ｂ 研究，教育の目的に応じた編集コンセプト 

 

 Ｃ 読者を措定した，「一冊（一巻，一編）としての統合度」 

 

３）「京大メッソド」の作成と普及  別添「論文から本へ，論集から本へ」 

 

 

Ⅳ 図書館・各種アーカイブとの新しい協働へ 

１ 「本の執筆」を促進する，若手研究者向けの教育プログラム 

   ・学位論文」のオープンアクセスを促進しつつ， 

    学位論文をベースにした出版を組織する 

      「プリミエ・コレクション」の成功から 

 

２ 京大の研究資源を利用した電子教材の開発 

   ・高－大接続，学部－大学院接続の教材 

   ・画像コンテンツの出版との接続 

      予備的試みとしての『グリッド都市』 

 

３ 大学のエクステンションへの協力 

    iPadアプリ「わくわく理学」の開発経験から 

 

４ 既存コンテンツの再利用，再統合 

 

５ それでも見えない回収モデル，，，，，， 
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学術情報リポジトリへの論文掲載
国内機関                                     京大
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京都大学附属図書館の提供による 国内機関数252
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オンライン化で狭まる学術コミュニケーション
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古典的素養へのニーズは 
学界・読書人双方から大きい
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西洋古典叢書と近代社会思想コレクション



東日本大震災の中で
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嶋屋書店  被災後2週間で再開
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若手研究者の成果は未来の宝
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iPadアプリ「わくわく理学」


